
マテリアリティ　 　 （資本循環の促進要因・阻害要因）

当
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
環
境

社会課題解決型ビジネス
（ポジティブインパクトの創造）財務資本

設備資本

依拠する6つの資本

経済（豊かさ）に関わる資本

（各資本の詳細はP.10ご参照）

自然資本

環境（地球）に関わる資本

人的資本

知的資本

社会・関係資本

社会（人間）に関わる資本

各ステークホルダーの
価値の最大化

さまざまな
インパクト経路

外部経済の内部化などを通じた各種資本への転換（事業外循環）

業務を通じた各種資本の蓄積（事業内循環）

当グループのステークホルダーに対する
直接的なインパクト

ステークホルダーの先に対する
間接的なインパクト

お客さま

事業パートナー

株主・投資家

社員

コミュニティ
（地域社会、NPO）

公的セクター
（行政、国際機関）

Mission

お客さま・社会・株主・社員に対する価値提供
Vision

The Trust Bankの実現

信託の力で、新たな価値を創造し、　  　 お客さまや社会の豊かな未来を花開かせる
Purpose

信義誠実 奉仕開拓 信頼創造 自助自律
Value

マテリアリティ・マネジメント

社会的価値の創出

SDGs実現
への貢献

経済

豊かさの向上

環境
（地球）

自然資本の維持

社会
（人間）

Well-beingの
向上

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク（
R
A
F
）に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

＜個人＞ 高齢化社会に対応する資産管理
 国民の資産形成
＜法人＞ 日本経済・企業の持続的成長
 （財務・非財務の両面の課題への対応）
＜投資家＞ 多様な運用機会、
 インベストメントチェーンの発展
気候変動、感染症などのサステナビリティ課題

信託のスペシャリスト
として多様な

信託機能をフル活用

当グループ固有の
状況を踏まえた
事業領域での展開

優先的に取り組む
社会課題の特定

当グループは、専業信託銀行グループならではの経営資源（6つの資本）を投入して信託機能を生かした事
業を推進し、ステークホルダーに対するSDGs（持続可能な開発目標）の実現を見据えたポジティブインパ
クトの創造を通じ、社会に対する価値と自身への経済的価値を創出します。

社会的価値創出と経済的価値創出を両立させるプロセス

目指す姿
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価値創造プロセス
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＜個人＞ 高齢化社会に対応する資産管理
 国民の資産形成
＜法人＞ 日本経済・企業の持続的成長
 （財務・非財務の両面の課題への対応）
＜投資家＞ 多様な運用機会、
 インベストメントチェーンの発展
気候変動、感染症などのサステナビリティ課題

信託のスペシャリスト
として多様な

信託機能をフル活用

当グループ固有の
状況を踏まえた
事業領域での展開

優先的に取り組む
社会課題の特定

この過程は、資本を再び蓄積し価値創造力を持続的に高めていく資本循環のプロセスでもあります。
当グループは、中長期的な価値創造プロセスに影響を与える重要課題（マテリアリティ）を特定し、リスク 
アペタイト・フレームワーク（RAF）の中で適切に管理するマテリアリティ・マネジメントを強化しています。
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